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　基礎研究、論文発表による成果にとどまらず、2006年に設立した静岡大学発ベンチャー企業、㈱ブルックマン
テクノロジ等を通して、研究成果を製品等として世に出すことを常に目指して研究を行っています。超高速度イ
メージセンサ、超高感度イメージセンサ、8Kイメージセンサは、高速度カメラ、監視カメラ、放送用カメラと
して実際に使用されています。また8Kイメージセンサは、8K内視鏡にも採用され、内視鏡手術の作業性を大き
く改善することに貢献しています。TOF距離画像センサについても、同社からサンプ出荷を始め、ロボット等
への応用が期待されています。学生の皆さんには、イメージセンサの基礎的研究を実施する中で、その実用的価
値を考えることの重要性を説くことを心がけています。

　イメージセンサは、人の眼で言えば網膜に相当するカメラの基幹部品で
す。いまイメージセンサは、半導体集積回路とピクセルデバイスを3次元
構造等で一体集積化することで、高度な処理機能と、従来実現困難であっ
た性能を有するセンサとして、大きな進化を遂げようとしています。我々
は、このような半導体集積化技術による新機能イメージセンサに関し、光
電変換素子、光電荷変調素子、信号処理回路、センサアーキテクチャに関
する基礎的な研究を行うとともに、実際に新機能イメージセンサを試作し
て概念実証する研究を行っています。最近の成果としては、18ビットの高
諧調をもつ超高感度イメージセンサ、光子1個を区別できるまでノイズを
低減したイメージセンサ、超高分解能、高耐環境光の光飛行時間(TOF)距
離画像センサ、細胞分子内のナノ秒自家蛍光計測、時間分解血液動態計測
等に向けた時間分解バイオイメージセンサ等があります。右図は、TOF
距離画像センサ等に用いる新構造ピクセル素子LEFM(Lateral�Electric�
Field�Modulator)とこれを応用した距離画像センサの実例です。

“新機能イメージセンサの開発と応用”
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